
平成 21 年 11 月 4 日 
   四国地方整備局  

土佐国道事務所       

「公共工事等の更なる品質向上を目指して」 

平成 21 年度 第 3 回 

四国地方整備局総合評価地域小委員会（高知県）の開催結果について 

平成21年度（平成21年度版実施方針に基づいた案件）の工事161件及び平成21年度（プロポー

ザル方式・総合評価方式・企画競争方式の案件）の業務等151件（いずれも高知県内の分任官

契約案件）について評価項目の内容等を提示し、その中より代表案件3件（工事）について具

体内容説明を行い、ご意見をお伺いしました。 

四国地方整備局総合評価地域小委員会（高知県）でいただいたご意見については、今後の

総合評価方式の評価方法等についての参考とさせていただきます。 

<総合評価委員会とは> 

 四国地方整備局総合評価委員会は、総合評価方式により工事・業務等の発注を行うにあた

り、技術提案の審査又は評価が中立かつ公正に行われるように、学識経験者より意見聴取す

るために設置したもので、地域小委員会(高知県)では高知県内の事務所・管理所発注案件に

ついて、複数の工事・業務等に共通する評価方法及び個別の評価方法や落札者の決定方法に

関することについて意見聴取するものです。 

 

 平成21年度 第3回 四国地方整備局総合評価地域小委員会（高知県）の概要

１．日時：平成21年10月28日（水） 13:30～15:30 

２．場所：土佐国道事務所 １階会議室 

３．出席委員：笹原
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美
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４．議事次第・・・別紙－１のとおり 

５．議事概要・・・別紙－２のとおり 

 

 

 
 

 

 

 

（お問い合わせ先） 四国地方整備局 土佐国道事務所 工事品質管理官 金岡
かなおか

 嘉彦
よ し ひ こ

 

電話（代表）088-884-0359 （内線）302 



別紙１

日時：平成21年10月28日 13:30～15:30

場所：土佐国道事務所 １階会議室

高知市江陽町2－2

平成21年度

第3回 四国地方整備局総合評価地域小委員会（高知県）

議 事 次 第

１．開 会
１）出席委員の紹介

２）主催者挨拶 高知港湾・空港整備事務所長

２．報告事項
１）総合評価方式による契約結果等について

３．審議事項
１）平成２１年度において、これまでに発注した工事・業務について

２）具体事例について

・平成21年度 新仁淀川大橋下部（その2）工事 〔高知河川国道事務所〕

・平成21年度 森山地区地すべり対策工事 〔大渡ダム管理所〕

（ ） （ （ ））〔 〕・高知港三里地区防波堤 東第一 工事 その 6 高知港湾・空港整備事務所

４．閉 会



別紙２

平成21年度（第3回）
四国地方整備局総合評価地域小委員会（高知県）開催結果概要

21 10 28 13:30 15:30日時：平成 年 月 日 ～
場所：土佐国道事務所 １階会議室

出席委員 笹原克夫 委員、渡邊法美 委員、寺田幸博 委員

Ⅰ 意見聴取の概要（継続：前回提示した案件、新規：今回新たに提示した案件）

Ｈ２１．９．３０　現在（単位：件）

※開札済み ※手続中 ※準備中 合計

継続 0 0 0 0

新規 0 0 0 0

合　　計 0 0 0 0

継続 0 0 0 0

Ⅰ型 新規 0 0 0 0

合　　計 0 0 0 0

継続 6 0 2 8

Ⅱ型 新規 0 0 0 0

合　　計 6 0 2 8

継続 6 0 2 8

小計 新規 0 0 0 0

合　　計 6 0 2 8

98 4 12 114

(63) (1) (1) (65)

30 5 4 39

(30) () (2) (32)

128 9 16 153

(93) (1) (3) (97)

134 9 18 161

(93) (1) (3) (97)

継続：前回提示した案件

新規：今回新たに提示する案件

合　　計

総　　合　　計
（内、「施工計画無し」）

　　平成21年度の実施方針に基づいた対象案件（工事）総括表〔分任官契約〕

標準型

高度技術
提案型

継続

新規
簡易型

（内、「施工計画無し」）



Ⅱ 報告事項
１）総合評価方式による契約結果等について

平成 年度（平成 年度版実施方針に基づいた案件）の工事 件及び21 21 161
平成 年度（プロポーザル方式・総合評価方式・企画競争方式の案件）の21
業務等 件（いずれも高知県内の分任官契約案件）について評価項目の内151
容等を提示説明。

その内、代表的な 件の具体事例（工事）について、複数の工事に共通す3
る評価方法、個別工事の評価方法、及び落札者の決定方法に関し、委員の方
々より意見を聴取。

Ⅲ 主な意見の概要
・発注者は、オーバースペックとなる技術提案を抑止するためにも、テーマおよび提案範囲
等の設定にあたっては、出される技術提案の技術レベルやその評価イメージをしっかり
想定しておく必要がある。
国土交通省としては、自治体での総合評価の促進を図るためにも総合評価方式の導入・
効果を分析し、導入メリットとして自治体に発信していく必要がある。

Ｈ２１．９．３０　現在（単位：件）

継続 78 6 2 86

プロポーザル方式 新規 4 5 2 11

小計 82 11 4 97

継続 42 0 0 42

総合評価方式 新規 0 3 0 3

小計 42 3 0 45

継続 120 6 2 128

新規 4 8 2 14

小計 124 14 4 142

継続 9 0 0 9

企画競争方式 新規 0 0 0 0

小計 9 0 0 9

133 14 4 151

継続：前回提示した案件

新規：今回新たに提示する案件

　　平成21年度の実施方針に基づいた対象案件（コンサルタント業務等）総括表〔分任官契約〕

　　合　　計

役務

合計※開札・見積済 ※手続中

業務小計

※準備中

業務




